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取扱説明書

ご使用前に必ずよく読んで､正しくご使用ください｡

また､いつでも､この｢取扱い説明書｣を使用できます

ように末永く大切に保管してください｡

第2版　2016.02-

埼玉事業所 〒358-0011 埼玉県入間市下藤沢632-3

TEL 04-2965-6565  (直通)

FAX 04-2965-6561  (直通)

                                                       　　UM1003-075-1

　弊社では､ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄによるｻﾎﾟｰﾄを行っております｡

ご購入いただけましたらすぐに

                       ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄ
をFAXにてお送りください｡

　お送りいただけない場合､保証の対象とならない場合がありますのでご注意く

ださい｡
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1.はじめに
　この取扱い説明書は､伝送ﾗｲﾄｼｽﾃﾑを安全にお使いいただくために必要な警告･注

意事項が表記されております｡

　最初のﾍﾟｰｼﾞから順に良くお読みいただき､充分にその内容をご理解いただいた

上でご使用ください｡

　文章･図記号で表しました警告･注意事項について､本書の説明を無視しての間

違った取扱いで生じた装置の損傷･機能の障害､また人的な障害につきましては､一

切の責任を負いません｡

2.概説
●電源装置

　入力電圧の変動があっても､ﾗﾝﾌﾟにかかる電圧を常に一定に保つ直流安定化電源

です｡素直なｺﾝﾄﾛｰﾙ特性と高い安定性が､信頼性の高いｼｽﾃﾑ構築のお手伝いをしま

す｡入力電圧は100V～ 240Vの高力率、ﾜｰﾙﾄﾞﾜｲﾄﾞ対応です。

　また､冷却ﾌｧﾝへの電源も供給します｡

●ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ

　250Wのﾗﾝﾌﾟ(ﾀﾞｲｸﾛｲｯｸﾐﾗｰ付ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ)を冷却できるDC24V駆動のﾌｧﾝﾓｰﾀｰがｾｯﾄ

されています｡

　GX5.3用のﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄが予め取り付けてあります｡

●接続ｹｰﾌﾞﾙ

　耐熱･耐油･耐屈曲のﾛﾎﾞｯﾄ用ｹｰﾌﾞﾙで､ﾗﾝﾌﾟと冷却ﾌｧﾝへの電源を供給します｡

●伝送ﾗｲﾄ

　CCD･ﾗｲﾝｾﾝｻを利用した自動検査装置や､ｽｷｬﾅｰの光源として指向性を持ったﾑﾗや

偏りの少ない強力な線状光源です｡発光部がｺﾝﾊﾟｸﾄで､機器への取付けに便利､しか

もﾛｯﾄﾞはﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾘｰでﾗﾝﾌﾟ交換も容易です｡

警告･注意表示の図記号について
●警告表示･注意表示について、その意味は下記の様になっております。

十分に内容をご理解いただいた上で、本文をお読みください。

この表記を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡、

または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表記を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可

能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される

内容を示しています。
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4.各部の説明

○電源装置

①電源ON/OFFｽｲｯﾁ

　ｽｲｯﾁの上側を押すと装置の電源が入ります。

②調光ﾎﾞﾘｭｰﾑ

　右に回すと明るさが増していきます｡右一杯で定格電圧出力になります｡

③ﾗﾝﾌﾟ電源･ﾌｧﾝ用電源出力ｺﾈｸﾀｰ

④外部制御用ｺﾈｸﾀｰ

　ﾗﾝﾌﾟON/OFF･ｱﾅﾛｸﾞ調光･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光･ﾗﾝﾌﾟ切れ検出

⑤冷却ﾌｧﾝ

⑥電源ｲﾝﾚｯﾄ

　各種電圧に合った電源ｺｰﾄﾞを接続します。

⑦LAMP MONITOR

　ﾗﾝﾌﾟ点灯時に緑色に発光し､消灯･ﾗﾝﾌﾟ切れ時に赤色に発光します｡

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰよりﾗﾝﾌﾟ切れ信号をNPNｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｰ出力します｡

⑧RS232Cﾃﾞｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ接続用ｺﾈｸﾀｰ

　ｼﾘｱﾙ制御で複数台使用する場合にこのｺﾈｸﾀｰから次の装置に接続します。

⑨内部調光、外部調光切り替えｽｲｯﾁ

⑩冷却風吸入口

⑪装置固定用ﾌﾞﾗｹｯﾄ
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○伝送ﾗｲﾄ･ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ(PFB-S250)

①伝送ﾗｲﾄ

②冷却ﾌｧﾝ

③端子台

④ﾗﾝﾌﾟ交換ﾛｰﾚｯﾄﾂﾏﾐ

⑤ﾗﾝﾌﾟ交換用ﾄﾞｱ

⑥ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ
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5.接続方法

1)電源装置・ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ接続方法

　電源装置とﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽを接続ｹｰﾌﾞﾙで接続します｡(下図参照)

　この時電源装置側にﾌﾟﾗｸﾞｺﾈｸﾀｰ､ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ側に先端ﾊﾞﾗ端子を接続してください｡

○ﾗﾝﾌﾟﾊｳｽの接続はﾌﾟﾗｸﾞｺﾈｸﾀｰは奥まで差し込み､ﾘﾝｸﾞﾅｯﾄは確実に締めてください｡

 ･接触不良で誤動作の原因となります｡

○ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽの接続は短絡や誤配線しないように注意してください｡

 ･故障の原因となります｡

○ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽの接続は接続後必ずﾌｧﾝﾎﾞｸｽ内の端子が下記の関係にある事を確認して

　ください｡

1-黒 -ﾗﾝﾌﾟ供給電圧

2-白 -ﾗﾝﾌﾟ供給電圧

3-赤 -ﾌｧﾝ供給電圧(+)

4-緑 -ﾌｧﾝ供給電圧(-)

1

3

2

4

1
2

4

NC
3

250
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2)電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞの接続

◎装置の電源ｽｲｯﾁが切れているのを確認してから電源ｺｰﾄﾞのｲﾝﾚｯﾄﾌﾟﾗｸﾞを本体に、

　電源ﾌﾟﾗｸﾞを AC100V～240Vｺﾝｾﾝﾄに接続してください｡

　安全･ﾉｲｽﾞ対策の両面から､ｱｰｽ線を接続してお使いください。

◎付属の電源ｺｰﾄﾞは 100V用です、他のｺｰﾄﾞはお客様にてご用意下さい。

○電源ｺｰﾄﾞを､無理に曲げたり､ねじったり､引っ張ったりしないでください｡

　ｺｰﾄﾞが損傷し､火災･感電の原因となります｡

○電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜くときは､必ずﾌﾟﾗｸﾞを持って抜いてください｡

　電源ｺｰﾄﾞを引っ張るとｺｰﾄﾞが傷つき､火災･感電の原因となる事があります｡

○濡れた手で電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜き差ししないでください｡

　感電の原因となる事があります｡

3)電源 ON/OFF 及びﾗﾝﾌﾟ調光

◎電源ｽｲｯﾁの上側を押すと電源が入り､ﾗﾝﾌﾟﾓﾆﾀｰが緑色に点灯します｡

◎調光ﾎﾞﾘｭｰﾑを右に回すと明るくなり､左に回すと暗くなります｡

◎ﾎﾞﾘｭｰﾑ右一杯で定格電圧が出力されます｡

◎ﾎﾞﾘｭｰﾑの目盛りは照度変化とほぼ一致しています。

4)外部制御

◎外部制御をお使いの場合､使用条件に合わせて､8ﾍﾟｰｼﾞの 6.外部制御方法を

　参照し､接続してください｡　
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6.外部制御方法
装置・外部制御の接続方法

　ﾗﾝﾌﾟOFF入力･ｱﾅﾛｸﾞ調光･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光･ﾗﾝﾌﾟ切れ検出の各機能を使用条件に合わせ

　て附属の外部制御接続ﾌﾟﾗｸﾞ(D-SUB 25P ｵｽ)に配線(はんだ付け)してください｡

○配線は､短絡や誤配線しないように注意してください｡

　故障の原因となります｡

○外部制御接続ﾌﾟﾗｸﾞは､奥まで差し込み､ﾛｯｸﾈｼﾞは確実に締めてください｡

　接触不良で誤動作の原因となります｡

○AWG#22または､0.3mm2のより線が最適です｡

　(はんだ付けの際のﾊﾝﾀﾞｺﾞﾃは 40W以下のものを使用してください｡)

             装置内部　　　　　　　装置外部

　　　　　　　　　　　　　　PIN 接続図
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◎ﾗﾝﾌﾟOFF入力

※外部よりﾗﾝﾌﾟ出力をON/OFFできます｡

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰの 1+-2GND 間にDC5V10mAを印加する事によりﾗﾝﾌﾟ出力をOFFで

　きます｡

○装置が動作していませんと､この機能は働作しません｡

○短時間サイクルのON/OFFはランプ寿命が短くなります。

◎ｱﾅﾛｸﾞ調光

※外部からのｱﾅﾛｸﾞ信号電圧により照度のﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙができます｡

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰの 24+-25GND 間に0～5V入力､電流1mA以上で作動します｡

○ｵﾌﾟｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞと共用動作できません｡

○ｱﾅﾛｸﾞ調光は､前面ﾊﾟﾈﾙの切替えｽｲｯﾁを“REMOTE”に合わせた時に動作します｡

○装置前面のﾎﾞﾘｭｰﾑ動作と共用できません｡

○5V以上又は(-)の電圧を加えないで下さい故障の原因になります。

◎ﾗﾝﾌﾟ切れ検出

※ﾗﾝﾌﾟ切れ時に､ﾗﾝﾌﾟ切れ信号をNPNｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｰ出力します｡

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰの 21ｺﾚｸﾀ-22ｴﾐｯﾀ間をNPNｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｰ出力します｡

※ﾗﾝﾌﾟOFF入力信号が入ったときはﾗﾝﾌﾟ消灯信号として出力します。

○NPNｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｰ出力は､耐圧24V･電流30mA以下でお使いください｡
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◎ﾊﾟﾗﾚﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
※外部からの8Bitﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号による照度（標準で0～100%ﾘﾆｱ調光)のﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ

　ができます｡

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰの 8D0 ～15D7-17RETURN 間に8Bit 15V 00V で作動します｡

※各Bit 5Vで 10mA以上のﾄﾞﾗｲﾌﾞ能力が必要です(74HCﾀｲﾌﾟ推奨）。

※ﾎﾄｶﾌﾟﾗｰにて絶縁されています。

○ｱﾅﾛｸﾞ調光と共用動作できません｡

○ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光は､前面パネルの切り替えｽｲｯﾁを“REMOTE”に合わせた時に動作

　します｡

○装置前面のﾎﾞﾘｭｰﾑ動作と共用できません｡

○入力ｵｰﾌﾟﾝ状態(外部制御用ｺﾈｸﾀｰ未接続)時のﾗﾝﾌﾟ出力電圧は､min(約 1.5V)

　になります｡

              　　　　　　　　【Bit表】

                   0(ﾚﾍﾞﾙLow)=0V             1(ﾚﾍﾞﾙHi)=5V

Bit D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 1 0 1 0
20 0 0 0 1 0 1 0 0
30 0 0 0 1 1 1 1 0
40 0 0 1 0 1 0 0 0
50 0 0 1 1 0 0 1 0
60 0 0 1 1 1 1 0 0
70 0 1 0 0 0 1 1 0
80 0 1 0 1 0 0 0 0
90 0 1 0 1 1 0 1 0
100 0 1 1 0 0 1 0 0
110 0 1 1 1 1 0 0 0
120 0 1 1 1 1 0 0 0
130 1 0 0 0 0 0 1 0
140 1 0 0 0 1 1 0 0
150 1 0 0 1 0 1 1 0
160 1 0 1 0 0 0 0 0
170 1 0 1 0 1 0 1 0
180 1 0 1 1 0 1 0 0
190 1 0 1 1 1 1 1 0
200 1 1 0 0 1 0 0 0
210 1 1 0 1 0 0 1 0
220 1 1 0 1 1 1 0 0
230 1 1 1 0 0 1 1 0
240 1 1 1 1 0 0 0 0
250 1 1 1 1 1 0 1 0
255 1 1 1 1 1 1 1 1
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◎ｼﾘｱﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
※外部からのRS232Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによる照度のﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙができます。

　外部制御用ｺﾈｸﾀｰの 3-5GND 間にRS232C信号を下記のﾀｲﾐﾝｸﾞ

　で加えることで動作します。

※ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ1 ﾃﾞｰﾀｰﾋﾞｯﾄ8 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ2 で 1ﾃﾞｰﾀｰです。

※ID HEADER、ID DATA、DATA HEADER、調光DATAの順にｾｯﾄで送信してください。

※CR,LFｺｰﾄﾞは付けないでください。

※ﾃﾞｰﾀｰは次のﾃﾞｰﾀｰが来るまでﾗｯﾁされます。

※本装置の電源がOFFになるとﾃﾞｰﾀｰは 00Hになります。

※ﾃﾞｰﾀｰ転送速度は9600bpsです。

※ｵﾌﾟｼｮﾝ基板のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁで装置のIDをSETします（次図参照）。

※ﾃﾞｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ接続で0H～FH迄16台の識別ができます。

※Bit表はﾊﾟﾗﾚﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光と同じです。

※調光特性は0～100%のﾘﾆｱ調光が標準です。

※IDのｾｯﾄは00H～0FHの16台分可能です。

※IDを同じにした場合は複数台同時調光できます。

○ｺﾝﾄﾛｰﾗｰと本装置を接続するｹｰﾌﾞﾙ長は5m以内でﾂｲｽﾄﾍﾟｱのｼｰﾙﾄﾞ線を使用して

　ください。

○ﾃﾞｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ接続する場合も装置間のｹｰﾌﾞﾙ長は5m以内にしてください､長いと

　ﾉｲｽﾞ等による誤動作の原因となります。

○ｱﾅﾛｸﾞ調光と共用動作できません。

ID HEADER ID DATA DATA HEADER 調光DATA

FFH 00H～0FH FEH 00H～FFH

データーフォーマット
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◎ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

※外部からの0-5V入力信号で8Bit256段階ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光がﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙできます。

　外部制御ｺﾈｸﾀｰの 4-5GND 間に0～5Vを加えることで動作します。

※調光特性は0～100%のﾘﾆｱ調光が標準です。

○標準装備のｱﾅﾛｸﾞ調光と共用動作できません。

○この調光は、前面ﾊﾟﾈﾙの切り替えｽｲｯﾁを“REMOTE”に合わせたときに動作

　します。

○装置前面のﾎﾞﾘｭｰﾑ動作と共用できません。

○5V以上又は(-)の電圧を加えないでください、故障の原因になります。

○入力0Vの時ﾗﾝﾌﾟ出力電圧は、min(約 1.5V)になります。

○接続ｹｰﾌﾞﾙはｼｰﾙﾄﾞ線等、耐ﾉｲｽﾞ性の高い物をお使いください。

　　　　　　　　　ＩＤセット図

○ｼﾘｱﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光は、前面ﾊﾟﾈﾙの切り替えｽｲｯﾁを“REMOTE”に合わせた時に動作

　します。

○装置前面のﾎﾞﾘｭｰﾑ動作と共用できません。



13

7.適合ﾗﾝﾌﾟ

○定格寿命は､ﾗﾝﾌﾟ単体を定格電圧で連続点灯した場合の平均値です｡

　また､使用環境により異なります｡　ON/OFFの頻度により大きく変わります｡

○当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟのご使用は保証対象外となります｡

　火災や故障の原因となる事があります｡

　

8.交換部品
※ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ,ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､お客様にて交換できますが､ﾌｧﾝﾓｰﾀｰは原則として当社で

　交換いたします｡

適合ﾗﾝﾌﾟ型式 定格電圧 定格電力 定格寿命
PLL-250 24V 250W 1000H

部品名称 寿命(交換時期) 型式
ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ 適合ﾗﾝﾌﾟ参照 適合ﾗﾝﾌﾟ参照
ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ 約  3,000H PLS-FB250

ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ部ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ 約 30,000H PFM-S250
電源部ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ 約 30,000H PFM-010
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9.ﾗﾝﾌﾟ交換
交換手順(次ﾍﾟｰｼﾞ参考)

1)ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽのﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱのﾛｰﾚｯﾄﾂﾏﾐを緩めて開けてください｡

2)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを抜いてください｡

3)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを引きながら手前にｽﾗｲﾄﾞしてください｡

4)新しいｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを 3)の逆の要領でｾｯﾄしてください｡

5)ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟに差し込んでください｡

6)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟや､ﾌｧﾝﾓｰﾀｰにｿｹｯﾄ線が触れないように注意しながらﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱを閉め､

　ﾛｰﾚｯﾄﾂﾏﾐを締めてください｡

7)ﾗﾝﾌﾟが点灯する事を確認して完了です｡

○必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてから行ってください｡

 ･感電やｹｶﾞをする事があります｡

○当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟのご使用は保証対象外となります｡

　(7.適合ﾗﾝﾌﾟ参照　13ﾍﾟｰｼﾞ)

 ･火災や故障の原因となる事があります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますので､

　絶対に手や肌などを触れないでください｡必ず十分に冷えてから交換を

　行ってください｡

 ･ﾔｹﾄﾞの原因となる事があります｡

○ﾗﾝﾌﾟ交換時､ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟで防塵ｶﾞﾗｽを傷つけないよう十分に注意してください｡

　万一､防塵ｶﾞﾗｽが傷がついた場合は必ず当社に交換をご依頼ください｡(有料)

 ･傷がついたままご使用になりますとｶﾞﾗｽが割れる事があり危険です｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球内部の圧力が高いため､落としたりぶつけたり､無理な力を

　加えたり､ｷｽﾞをつけたりしないでください｡

 ･破損の原因となります｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟにﾂﾒがある物は､ﾎﾙﾀﾞｰに引っかけて割らないよう十分に注意して

　ください｡(ﾎﾙﾀﾞｰのﾆｹﾞにｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟのﾂﾒを合わせてください｡)

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部とﾐﾗｰの内側及び､防塵ｶﾞﾗｽには､絶対に素手で触れないで

　ください｡清潔な手袋を使用してください｡

　万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを湿らせた物で指紋や汚れを拭き取って

　ください｡

 ･汚れたまま点灯しますとｶﾞﾗｽが劣化してﾗﾝﾌﾟの短寿命の原因となる事が

　あります｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟは､必ず産業廃棄物として取り扱ってください｡
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ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを抜

いてください｡

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを引きながら手前に

ｽﾗｲﾄﾞしてください｡

新しいｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを逆の要領でｾｯ

ﾄしてください｡

ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟに差し込ん

でください｡

○ﾗﾝﾌﾟ交換時､ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟで防塵ｶﾞﾗｽを傷つけないよう十分に注意してください｡

　万一､防塵ｶﾞﾗｽが傷がついた場合は必ず当社に交換をご依頼ください｡

 ･傷がついたままご使用になりますとｶﾞﾗｽが割れる事があり危険です｡

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟにﾂﾒがある物は､ﾎﾙﾀﾞｰに引っか

けて割らないよう十分に注意してくださ

い｡(ﾎﾙﾀﾞｰのﾆｹﾞにｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟのﾂﾒを合わせて

ください｡)

ﾂﾒ
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10.取扱注意事項
ご使用･設置に当たって下記の注意事項を必ずお守りください｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球内部の圧力が高いため､落としたりぶつけたり､無理な力を

　加えたり､ｷｽﾞをつけたりしないでください｡

　破損の原因となります｡

○当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟのご使用は保証対象外となります｡

　(9.適合ﾗﾝﾌﾟ参照　P18)

　火災や故障の原因となる事があります｡

　短寿命､破損あるいは灯具の過熱の原因となります｡

○設置･移動･ﾗﾝﾌﾟ交換･ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ交換･装置の掃除の時は､必ず電源を切って

　ください｡　感電の原因となります｡

○紙や布等でおおったり､燃えやすいものに近づけないでください｡

　火災の原因となります｡

○電源ｺｰﾄﾞを､無理に曲げたり､ねじったり､引っ張ったりしないでください｡

　ｺｰﾄﾞが損傷し､火災･感電の原因となります｡

○万一､煙がでたり､変な臭いがするなどの異常状態の時には､すぐに電源ｽｲｯﾁを

　切り､異常状態がおさまった事を確認してから､当社に修理､点検をご依頼

　ください｡

　そのまま使用しますと火災･感電の原因となります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますので､

　絶対に､手や肌などを触れないでください｡

　ﾔｹﾄﾞの原因となります｡

○ﾗﾝﾌﾟの設置は､水平より15゜以上下に傾けないでください｡　　(点灯姿勢)

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損や､短寿命の原因となります｡

○ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽを設置する場合は､水平より15゜以上下に

　傾けないでください｡

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損や､短寿命の原因となります｡

○ﾗﾝﾌﾟに塗料等を塗らないでください｡

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損の原因となる事があります｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟは､必ず産業廃棄物として

　取り扱ってください｡

○短時間サイクルのランプON/OFFはランプ寿命が

　短くなります。

+90°

-15°
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○電源装置を設置する場合､左右5㎝前後10㎝下面は取り付けﾌﾞﾗｹｯﾄの高さ以上の

　空間を空けて通気をよくしてください｡

　通気不十分になりますと､電源回路の放熱ができず故障の原因となります｡

○ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽを設置する場合､下部15㎜以上･上部(ﾌｧﾝ上)100㎜以上の空間を空けて

　通気をよくしてください｡

　通気不十分になりますと､ﾗﾝﾌﾟの放熱ができずﾗﾝﾌﾟ切れの原因となります｡

○耐温･耐湿構造になっておりません｡必ず指定の環境温湿度範囲内でお使い

　ください｡　(0～40℃ 20～85%RH 以内ただし結露なき事)

　故障･感電の原因となります｡

○強磁場･強電気ﾉｲｽﾞ発生源の近くに設置しないでください｡

　誤動作や､故障の原因となります｡

○耐振構造になっておりません｡

　やむなく可動部に設置する時は､防振ｺﾞﾑ等を介在させ十分に振動を吸収させて

　ください｡

○改造や､内部部品を交換してのご使用はお止めください｡

　故障の原因となります｡

○接続ｹｰﾌﾞﾙを配線する際､短絡や誤配線しないように十分注意してください｡

　故障の原因となります｡

○引火する危険のある雰囲気(ｶﾞｿﾘﾝ､可燃性ｽﾌﾟﾚｰ､ｼﾝﾅｰ､ﾗｯｶｰ､可燃性粉塵等)の

　中では､使用しないでください｡

　火災の原因となる事があります｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部，ﾐﾗｰの内側，防塵ｶﾞﾗｽには､絶対に素手で触れないでください｡

　万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを湿らせた物で指紋や汚れを拭き取って

　ください｡

　汚れたまま点灯しますとｶﾞﾗｽが劣化してﾗﾝﾌﾟの短寿命や､照度劣化の原因となる

　事があります｡

○伝送ﾗｲﾄのｼﾘﾝﾄﾞﾘｶﾙﾚﾝｽﾞには絶対に素手で触れないでください｡万一触れた場合

　には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを湿らせたもので指紋や汚れを拭き取ってください｡

　汚れたまま点灯しますと指紋等が変色し､短寿命や照度劣化の原因となることが

　あります｡

○点灯中の光を間近で長時間見つめないでください｡

　視覚障害の原因となる事があります｡

○ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄの接点部が損傷していないか等点検してください｡

　不点灯や､過熱の原因となる事があります｡

○電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜くときは､必ずﾌﾟﾗｸﾞを持って抜いてください｡

　電源ｺｰﾄﾞを引っ張るとｺｰﾄﾞが傷つき､火災･感電の原因となる事があります｡

○濡れた手で電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜き差ししないでください｡

　感電の原因となる事があります｡
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11.ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ交換

交換手順

1)ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽのﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱのﾛｰﾚｯﾄﾂﾏﾐを緩めて開けてください｡

2)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを抜いてください｡

3)ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄが接続されている端子台よりﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰで

　ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを外してください｡

4)新しいﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを元のように端子台に接続してください｡

5)ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟに差し込んでください｡

6)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟや､ﾌｧﾝﾓｰﾀｰにﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ線が触れないように

　注意しながらﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱを閉め､ﾛｰﾚｯﾄﾂﾏﾐを

　締めてください｡

7)ﾗﾝﾌﾟが点灯する事を確認して完了です｡

○必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてから行ってください｡

　感電やｹｶﾞをする事があります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますので､

　絶対に手や肌などを触れないでください｡必ず十分に冷えてから交換を行って

　ください｡

　ﾔｹﾄﾞの原因となる事があります｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部とﾐﾗｰの内側には､絶対に素手で触れないでください｡

　清潔な手袋を使用してください｡万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを

　湿らせた物で指紋や汚れを拭き取ってください｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､必ず産業廃棄物として取り扱ってください｡

　

　ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､ﾗﾝﾌﾟの熱により､ﾗﾝﾌﾟとﾋﾟﾝとの接点が徐々に酸化していきます｡

酸化の進んだﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをそのまま使用しますと､酸化による接触抵抗の増加によ

り､さらに接点の温度が上がり､ﾗﾝﾌﾟの寿命が短くなります｡

　ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄの交換の頻度はお使いになっているﾗﾝﾌﾟや照度の設定､環境などのに

よって大きく変わりますが､年に1回以上の交換が理想的です｡
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◎印:標準装備機能

○印:ｵﾌﾟｼｮﾝ装備により可能

注1:入力電圧が±10%変動した場合の値です｡

    (ランプの経時劣化は含みません)

12.仕様
　　　電源部

　　　ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽ部

型式 PS-FUL250
定格入力 AC100～240V

定格電圧許容範囲 AC85～264V
定格周波数･相数 50/60Hz・単相

定格入力電流 3.3A-1.3A
力率 0.95以上

点灯方式 直流点灯方式
適合ランプ型式 PLL-250　(24V-250W)

ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ電源出力 24V　5W
調光方式 電圧可変式
調光範囲 0.1～100%

照度安定度 ±0.1%　(注:1)
環境温度範囲 0～40℃
環境湿度範囲 20～85%RH　(但し結露なし)

冷却方式 強制ﾌｧﾝ冷却
外形寸法(mm) 80(W)×171(H)×220(D)　(突起部含まず)

重量 約2.3kg

◎
◎
◎
◎
○
○
○

検出・制御機能
ﾗﾝﾌﾟ切れ検出

ﾗﾝﾌﾟ切れ信号出力
ｱﾅﾛｸﾞ信号調光

ﾘﾓｰﾄﾗﾝﾌﾟON/OFF
ﾊﾟﾗﾚﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光
ｼﾘｱﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾃﾞｼﾞﾀﾙ調光

環境

外形

入力仕様

出力仕様

調光

PFB-S250
PLL-250　(24V-250W)

強制ﾌｧﾝ冷却
0～40℃

10%～90%RH　(但し結露なし)
135×106×85

水平　+90度～-15度

使用環境温度範囲
使用環境湿度範囲

外形寸法(mm)
設置条件(ﾗﾝﾌﾟ)

型式
適合ﾗﾝﾌﾟ
冷却方式
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13.保証規定
1)消耗品を除き､ご購入後1箇年の間に明らかに当社の責任による不具合･故障が

　生じた場合､無償にて修理させていただきます｡

2)ただし､次の場合は上記期間内でも保証の対象となりません｡

　また､状態によっては修理をお断りする場合もあります｡

　①誤用･乱用､取扱い説明書以外の操作や不注意による故障

　②災害･天変地異･暴動･争乱等に起因する故障

　③当社以外での改造･修理をされた場合

　④お買上げ後の振動･落下等による故障､損傷

　⑤不適当な環境でのご使用による故障

　⑥当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟを使用した事による故障

　⑦故障の原因が本製品以外の事由による場合

　⑧｢ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄ｣が返信されていない場合

3)ﾗﾝﾌﾟ等の消耗品類は保証の対象外です｡

4)修理品の運賃･諸経費は､お客様にてご負担ください｡

5)この製品の保証は無償修理のみです｡この製品のご使用による二次的損害などの

　補償は致しかねます｡

6)修理には通常1週間程度を要しますのでご了承ください｡

お問い合わせは､下記の所まで

埼玉事業所 〒358-0011 埼玉県入間市下藤沢632-3

TEL 04-2965-6565  (直通)

FAX 04-2965-6561  (直通)

　いつでも､この｢取扱い説明書｣を使用できるように末永く大切に

保管してください｡また､万一紛失した場合は､当社までご連絡くだ

さい｡一部お送りいたします｡




